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牛
久
と
由
良
家
④

再
発
見
・
牛
久
第
二
十
二
話

牛
久
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員　
　
　

栗く
り
は
ら原　

功
い
さ
お　

 

国
繁
の
嫡
子
貞
繁
は

　 

関
ヶ
原
の
戦
い
で
東
軍（
徳
川
軍
）に

　

慶
長
５
年（
１
６
０
０
年
）
９
月
、

美み
の
の
く
に

濃
国
の
関
ヶ
原（
現
岐
阜
県
不
破
郡
関
ヶ

原
町
）を
主
戦
場
と
し
て
、
徳
川
家
康
の
東

軍
十
万
四
千
余
と
石
田
三
成
率
い
る
西
軍
、

八
万
五
千
余
の『
天
下
分
け
目
の
戦
い
』が

行
わ
れ
、
激
戦
の
末
、
三
成
が
敗
北
し
た
。

　

家
康
は
、
３
年
後
の
慶
長
８
年
に
後ご

陽よ
う

成ぜ
い

天
皇
よ
り
征
夷
大
将
軍（
武
家
政
権
に

お
け
る
職
名
で
幕
府
の
首
長
）
に
任
ぜ
ら

れ
て
江
戸
に
幕
府
を
開
い
た
。

　

牛
久
城
主
の
由
良
国
繁
は
、
記
録
に
よ

れ
ば
、
家
康
の
関
ヶ
原
へ
の
出
陣
の
際
、

供ぐ

ぶ奉
を
申
し
出
た
が
、
家
康
の『
仰
お
お
せ

』に
よ

り
江
戸
に
と
ど
ま
る
と
あ
る
。

　

国
繁
の
嫡
子
貞
繁
の
略
歴
を
由
良
家
由

来
書
か
ら
引
用
し
次
に
記
し
て
お
く
。

　

家
康
が
、
豊
臣
秀
吉
政
権
の
下
で
、
天

各時代の歴史よりこぼれ話

由
良
家
が

　

徳
川
将
軍
直
属
の
旗
本
に
列
す
る

　

―

家
康
が
新
田
家
の
系
図
を
ゆ
ず
り
う
け
る―

　

家
康
は
、
戦
国
動
乱
の
真ま

っ
直た
だ
な
か中
の
天

文
11
年（
１
５
４
２
年
）に
三み
か
わ
の
く
に

河
国
額ぬ
か
だ
ぐ
ん

田
郡

の
岡
崎
城（
現
愛
知
県
岡
崎
市
）内
に
お
い

て
生
ま
れ
た
。
信
長
よ
り
８
つ
年
下
、
秀

吉
よ
り
も
５
つ
年
下
だ
。
家
康
の
父
は
三

河
国
賀
茂
郡
松
平
郷（
現
豊
田
市
）に
土
着

す
る
小
豪
族
松
平
宗そ

う

け家
の
８
代
目
広
忠
で

あ
る
。

正
18
年（
１
５
９
０
年
）
に
江
戸
城
に

移
っ
て
き
た
と
き
、
貞
繁
は
召
し
出
さ
れ
、

近き

ん

じ侍（
そ
ば
近
く
仕
え
る
）し
、
以
後
旗
本

に
列
し
た
。
慶
長
７
年
か
ら
は
家
康
側
近

松
平
康
重（
子
孫
は
川
越
藩
主
）と

水
戸
城
の
守
衛
を
務
め
た
。
翌
年

の
関
ヶ
原
へ
の
出
陣
に
際
し
て
は
、

侍
大
将
格
永
井
直
勝（
の
ち
笠

間
・
古
河
藩
主
）
隊
に
属
し
て
戦

う
。
慶
長
10
年
９
月
か
ら
は
伏
見

城
を
守
る
。
同
年
、
由
良
家
を
継

承
し
て
父
の
遺
跡
を
継
ぐ
。
同
19

年（
１
６
１
４
年
）の
大
坂
冬
の
陣
で
は
土

井
利
勝
隊（
老
中
、
子
孫
は
古
河
藩
主
）に

属
し
、
翌
年
元
和
元
年
の
夏
の
陣
で
も
同

隊
に
属
し
て
、
５
月
７
日
に
大
坂
城
鴫し
ぎ

野の

（
現
大
阪
市
城
東
区
西
部
）口
で
戦
い
、
創き
ず

を
こ
う
ぶ
る
。
家
臣
た
ち
は
大
坂
方
の
兵

を
討
ち
取
り
、
あ
る
い
は
討
死
し
、
あ
る

い
は
創
を
こ
う
ぶ
る
。
同
７
年
３
月
、
牛

久
城
中
に
お
い
て
没
す
。
享
年
48
歳
。

　

家
康
が
つ
く
っ
た

　
　

徳
川
家
系
図―

新
田
家
分
流

　
　
　
　

―

松
平
を
徳
川
に
改
め
る―

　

家
康
が
三
河
一
国
を
平
定
し
た
直
後
の

24
歳
の
と
き
、
永
禄
９
年（
１
５
６
６
年
）に

つ
く
っ
た
徳
川
家
の
系
図
は
左
記
の
通
り
だ
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
松
平
家
は
、
新
田
家
系
で
、

上こ
う
ず
け
の
く
に

野
国（
現
群
馬
県
）の
新
田
庄
の
徳（
得
）

川（
河
）郷（
現
太
田
市
）に
移
り
住
み
徳
川

と
名
の
っ
て
い
た
家
だ
と
し
て
い
る
。

徳川家と新田・由良家略系図

義
顕

義
興

義
宗

貞
氏―

―
―

―

成
繁―

国
繁―

貞
繁

中略

横
瀬

由
良

義
国―

義
重―

義
兼―

義
房―

政
義―

政
氏―

基
氏―

朝
氏―

義
貞

 

里
見

 

義
俊

  

義
範―

―
―

持
豊（
宗
全
）

中略

松
平

泰
親―

信
光―

親
忠―

長
親―

信
忠―

清
康―

広
忠―

家
康
徳
川

●
征
夷
大
将
軍

新
田

義
康―

―
―

尊
氏

義
兼―

―

中略

足
利

吉
良

●
上
野
介

義
賢―

義
仲（
木
曽
）

●
征
夷
大
将
軍

満
仲―

頼
光―

源

土
岐

浅
野

●
内
匠
頭（
た
く
み
の
か
み
）

　

光
衡―

光
時―

―
―

長
矩

中略

中略

●
征
夷
大
将
軍

兼
氏―

―
 

長
氏―

―
―

義
央

中略

義
業―
昌
義―

―
―

義
宣（
豊
臣
政
権
の
も
と
で
徳
川
・
上
杉
・
前
田
・
毛
利
・

武
田

佐
竹

＝
自
邸
で
赤
穂
浪
士
に
討
ち
取
ら
れ
た
。

＝
応
仁
の
乱
を
起
こ
す
。

＝
江
戸
城
本
丸
松
之
廊
下
で
吉
良
上
野
介
に
刃
傷
に
及
ん
だ
。

清
和
源
氏（
第
五
六
代
清
和
天
皇
の
賜
姓
皇
子
の
子
孫
）

山
名

頼
信―

頼
義―

義
家―

―

義
親―

為
義―

義
朝―

頼
朝

義
光―

義
清―

―
―

晴
信（
信
玄
）

中略

中略

島
津
と
共
に
六
大
将
と
評
さ
れ
る
）

義
季―

頼
氏―

教
氏―

家
時―

満
義―

政
義―

親
季―

有
親―

親
氏

八
幡
太
郎

●


